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明
治
以
来
の
国
家
的
事
業
と

し
て
史
料
編
纂
所
か
ら
逐
次
刊

行
さ
れ
る
『
大
日
本
史
料
』
の

第
九
編
の
画
期
が
室
町
時
代
末

期(

一
五
〇
八
～
一
五
六
八)

と
さ
れ
た
た
め
に
二
四
冊
で｢

堺

幕
府｣

(

一
五
二
七
～
三
二)

の
前
に
よ
う
や
く
に
到
達
。
そ

れ
で
戦
国
三
好
一
族
・
三
好
長

慶
の
学
術
的
な
研
究
や
活
躍
の

記
述
が
戦
記
物
な
ど
の
二
次
史

料
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
来
た
。

そ
れ
で
江
戸
時
代
の
中
後
期
の

意
図
的
な
編
著
に
よ
っ
て｢

戦

国
の
下
剋
上
の
悪
者
・
梟
雄｣

の
悪
評
が
生
み
出
さ
れ
、
再
生

産
さ
れ
た
。

　
天
野
忠
幸(

関
西
大
学
非
常

勤
講
師)
さ
ん
の
精
励
に
よ
っ

て
『
戦
国
遺
文
・
三
好
氏
編
』

が
東
京
堂
出
版
か
ら
第
一
巻(

二

〇
一
三
・
十
一
・
二
〇)

、
第

二
巻(

二
〇
一
四
・
十
一
・
三

〇)

、
第
三
巻(

二
〇
一
五
・

十
一
・
一
五)

が
刊
行
さ
れ
て
、

三
好
氏
の
関
連
資
料
が
寛
正
六

(

一
四
六
五)

年
か
ら
寛
永
十

六(

一
六
三
六)

年
ま
で
の
二

一
一
四
通
、
参
考
資
料
一
六
三

通
が
収
録
さ
れ
た
。

　
そ
の
三
巻
か
ら
最
も
単
純
明

快
な
戦
国
三
好
一
族
の｢

禁
制｣

発
布
の
状
況
を
抽
出
し
て
一
覧

を
作
成
し
て
み
る
と
、
大
永
七

(

一
五
二
七)

年
の
三
好
宗
三
・

三
好
長
家
が
大
山
崎
惣
中
へ
の

も
の
を
最
初
と
し
て
天
正
一
〇

(

一
五
八
二)

年
六
月
の
三
好(

織

田)

信
孝
の
大
和
法
隆
寺
へ
の

も
の
ま
で
一
六
一
通
で
、
そ
の

時
代
ご
と
の
一
族
の
威
勢
と｢

天

下｣

と
さ
れ
た
京
畿
で
の
展
開

が
一
目
瞭
然
と
な
る
。
三
好
長

慶
の
も
の
が
天
文
八(

一
五
三

九)
年
か
ら
永
禄
七(

一
五
六

四)
年
四
月
の
も
の
ま
で
五
一

通
を
最
多
と
し
て｢

天
下
人｣

の
威
勢
を
示
し
て
い
る
。｢

禁
制｣

と
は｢

味
方
の
軍
勢
に
よ
る
乱

暴
狼
藉
や
放
火
な
ど
不
法
な
行

動
を
禁
止
し
地
域
や
寺
社
の
安

全
を
保
障
す
る
文
書｣

の
こ
と

で
あ
る
。

〝
び
っ
く
り
ぎ
ょ
う
て
ん
〟
す

る
出
会
い
が
人
と
人
で
あ
っ
た

り
、
新
し
い
事
物
や
新
知
見
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
感
激
し
て

受
容
で
き
る
こ
と
を
“
飢
え
た

る
魂
”
の
充
足
、
〝
若
さ
〟
の

象
徴
と
で
き
る
こ
と
は
嬉
し
い

こ
と
で
る
。
知
的
な
好
奇
心
を

燃
や
し
て
教
養
の
た
め
に
〝
狂

様
〟
で
各
種
の
講
演
会
・
集
会

に
時
々
に
顔
を
出
す
。
昨
年
十

一
月
三
日
に
徳
島
市
立
徳
島
城

博
物
館
で
の｢

中
国
国
分
／
四

国
国
分
　
秀
吉
の
天
下
取
り
と

智
将
・
蜂
須
賀
正
勝
　｣

展
の

高
度
な
展
示
を
、
大
河
ド
ラ
マ

「
軍
師
・
官
兵
衛｣

で
、
蜂
須

賀
小
六
正
勝
の
臨
終
の
場
面
で

秀
吉
を
号
泣
さ
せ
た
演
出
に
、

よ
う
や
く
こ
れ
ま
で
の
“
野
盗

上
り
”
の
粗
野
な
人
物
像
か
ら

豊
臣
秀
吉
を
天
下
人
に
出
世
さ

せ
る
第
一
の
功
臣
、
最
初
の
大

名
と
し
て
龍
野
に
封
ぜ
ら
れ
た

こ
と
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
に
〝
納
得
〟
と
し
た

う
え
に
、
第
一
次
・
第
二
次
の

史
資
料
の
展
示
を
見
学
・
視
察
・

観
察
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の

後
に
、
岡
山
県
立
博
物
館
の
内

池
英
樹
さ
ん
の｢

石
谷
家
文
書

か
ら
見
る
四
国
平
定
戦｣

の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
映
写
と
講
話
の
現

代
的
な
講
演
を
拝
聴
し
た
。
そ

れ
で｢
石
谷
家
文
書｣

が
前
年

の
六
月
二
三
日
に
岡
山
市
の
林

原
美
術
館
と
県
立
博
物
館
が
新

発
見
史
料
に
つ
い
て
記
者
会
見

発
表
し
て
十
三
社
三
〇
人
の
記

者
が
参
加
し
て
翌
日
に｢

朝
日｣｢

毎

日｣

を
始
め
共
同
通
信
に
よ
る

全
国
各
紙
に
大
々
的
に｢

本
能

寺
の
変
、
カ
ギ
は
四
国
に
あ
り
？

光
秀
の
動
機
に
迫
る
手
紙
岡
山

で
発
見｣｢

信
長
に
恭
順
示
す
書

状
　
長
宗
我
部
氏｢

本
能
寺｣

直
前
に｣｢

本
能
寺
の
変
直
前
信

長
に
従
う
意
向
　
長
宗
我
部
元

親
の
手
紙
発
見｣

な
ど
と
報
じ

ら
れ
た
。
そ
れ
で
、
そ
の
石
谷

家
の
文
書
は
本
能
寺
の
変
に
関

わ
る
長
宗
我
部
元
親
の
明
智
光

秀
・
斎
藤
利
三
へ
の
手
紙
で
あ

っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
た
。

そ
れ
が
記
者
会
見
に
例
示
さ
れ

た
五
点
の
文
書
は
二
点
が
長
宗

我
部
元
親
書
状
、
一
点
が
稲
葉

一
鉄
・
一
点
が
三
好
長
慶
書
状
、

一
点
が
十
河
一
存
書
状
で
あ
っ

た
の
に
、
本
能
寺
の
変
に
関
わ

る
元
親
書
状
だ
け
が
時
事
ト
ピ

ッ
ク
ス
と
し
て
報
道
さ
れ
、
石

谷
家
文
書
の
三
巻
四
七
点
の
文

書
で
は
天
文
期
の
三
好
長
慶
が

重
視
さ
れ
て
象
牙
軸
の
巻
子
と

さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
は
全
く

無
視
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
聞
い
て

〝
び
っ
く
り
ぎ
ょ
う
て
ん
〟
、

二
冊
だ
け
残
っ
て
い
ま
す
と
の

こ
と
で
早
速
に
『
石
谷
家
文
書

　
将
軍
側
近
の
み
た
戦
国
乱
世
』

日
本
を
外
か
ら
見
る

医
療
法
人
の
承
継
対
策
　

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関

係

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
こ
な
す

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

近
江
水
口
へ
の
中
村
一
氏

売
上
を
伸
ば
す
方
法

第
1
作
業
部
会
の
主
な

結
論

輸

出

を

考

え

た

場

合

の

メ

リ

ッ

ト

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

目
標
管
理
制
度
の
目
的

定
　 

量
　 

目
　 

標

Ⅱ
地
理
的
表
示
制
度
に

　
つ
い
て始
　
　
め
　
　
に

国

内

法

の

成

立

地
理
的
表
示
の
イ
メ
ー
ジ

大阪市福島区の玉川四丁目交差点の野田城跡碑

　螺旋階段を登り詰めての展望台を背にして

久米田寺案内板

揺
れ
る｢

天
下｣

の
動
向

ひ
い
き
　
め

じ
ゃ 

ま 

な
か

こ 

ぎ
ょ
う 

き

打
か

よ
り
し
ろ

（
打
か
）

（
打
か
）

ま
る
ほ
っ
け

區鳥

戦
国
お
も
し
ろ
百
話

～
大
河
ド
ラ
マ
『
南
海
道
の
晴
嵐
』
を
期
し
て
（
一
八
一
）

文
・
出 

水
　
康 

生

戦
国
三
好
一
族
、
三
好
長
慶
の
学
術
的
大
展
開

『
石
谷
家
文
書
』
『
戦
国
遺
文
・
三
好
氏
編
三
巻
』
『
三
好
一
族
と
織
田
信
長
』
等
の
発
刊

Monthly Topics

閑谷学校の講堂(国宝)

上桜城の上から岩倉城方面を眺む

〝

〟

謹
賀
新
年

　　　 横田内膳正村詮の

｢了性院殿法顔宗栖大居士｣の位牌

極楽寺の門前の野田城趾碑

石山本願寺に対応した極楽寺門前の證如上人の石碑

野田･福島合戦当時の湿地デルタ地帯の状況

康長の大坂の陣の頃の野田･福島の地形図

〝
一
次
史
料
〟
を
目
に

横
田
内
膳
の
こ
と

風流傘を依代としての風流踊り

｢勝瑞城館まつり｣で風流傘

街角おどりの風流

｢勝瑞城館まつり｣で風流傘

青天の ｢たぬき山展望台｣ へ

ひ
な
せ
　
　
　
し
ず
た
に

紀伊の有田川から眺望する紀伊和泉の山脈

『
石
谷
家
文
書
』
の

 

　
　
　 

三
好
長
慶
書
状
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ま
ず
ど
こ
を
掘
る
か

日
本
を
外
か
ら
見
る

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

成

功

す

る

起

業

家

※

最
　
　
後
　
　
に

幸

せ

の

タ

イ

プ

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

変
動
費
化
実
現
へ
の

３
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

： ：

わ
が
国
の
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
方
針

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

※

ハ
イ
リ
タ
ー
ン
人
材

の
育
成

目
標
管
理
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
鍵

自
社
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
形
成

①
短
期
的
な
取
り
組
み

・
業
績
賞
与

・
成
果
配
分
制
度

・
年
俸
制

・
個
人
賃
金
変
動
費
化

②
中
長
期
的
な
取
り
組
み

・
人
材
育
成

・
ポ
イ
ン
ト
制
退
職
金

・
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン

③
賃
金
以
外
の
取
り
組
み

・
人
材
ミ
ッ
ク
ス

・
業
務
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

㌧

長島愛生園の歴史館、万人の思いがこもる

蘇鉄の寺の妙国寺、樹齢1200年の蘇鉄

虫
明
迫
門
の
曙

さ
ら
に
ま
た
、

び
っ
く
り
ぎ
ょ
う
て
ん

(

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
・
六
・

一
〇
刊
、
一
八
〇
〇
円)

を
購

入
し
て
、
一
次
史
料
と
し
て
の

四
七
点
を
写
真
版
・
解
読
・
解

説
を
し
て
の
懇
切
な
も
の
で
あ

る
こ
と
に
敬
服
。
そ
こ
に
、
戦

国
三
好
一
族
の
天
下
取
り
に
関

わ
る
三
好
長
慶
書
状
五
点
・
十

河
一
存
書
状
一
点
・
そ
れ
に
関

連
す
る
福
家
長
顕
・
細
川
信
良
・

真
木
島
昭
光
書
状
な
ど
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
元
親
書
状
の
重

大
性
を
意
識
し
て
の
用
意
周
到

な
配
慮
を
知
り
、
元
親
書
状
が

本
能
寺
の
変
直
前
の
阿
波
の
諸

城
を
戦
場
と
し
て
の
国
分
け
処

分
の
具
体
的
な
策
略
が
明
白
に

記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
石
谷
家
文
書
四
七
点
は
①
長

宗
我
部
元
親
関
係
②
本
能
寺
変

前
後
の
も
の
③
そ
の
他
戦
国
武

将
や
石
谷
家
の
由
緒
・
権
利
関

係
の
も
の
と
分
類
さ
れ
る
。
③

に
含
ま
れ
る
三
好
長
慶
書
状
が
、

天
下
人
と
し
て
京
畿
を
支
配
し

て
、
文
書
の
当
事
者
で
あ
る
石

谷
家
の
生
活
基
盤
と
な
る
京
都

周
辺
に
持
つ
塩
合
物
の
公
事(

年

貢
以
外
の
雑
税)

の
徴
収
保
証

を
し
、
石
谷
家
の
荘
園
百
姓
の

年
貢
・
公
事
未
納
に
対
し
て
督

促
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書

状
が
『
石
谷
家
文
書
』
で
は
年

代
比
定
が
さ
れ
て
い
な
い
が
『
戦

国
遺
文
・
三
好
氏
編
』
第
三
巻

で
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
体
験
か

ら｢

天
文
二
十
一
年
カ｣

と
の

よ
う
に
明
示
し
て
収
録
し
、
中

島
重
房
・
忠
秀
書
状
な
ど
も｢

参

考｣

と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ま
だ
一
年
に
足
ら

ぬ
う
ち
に
、
戦
国
三
好
一
族
・

三
好
長
慶
に
関
す
る
一
次
史
料

が
発
見
・
公
開
さ
れ
、
そ
れ
が

写
真
版
・
解
読
活
字
化
さ
れ
て
、

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
天

野
忠
幸
『
三
好
一
族
と
織
田
信

長
』(

戒
光
祥
出
版
・
二
〇
一

六
・
一
・
二
〇
刊
、
二
五
〇
〇

円)

が
刊
行
さ
れ
、
そ
れ
に
活

用
さ
れ
て
い
る
、
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
、
と
し
て
、
誇
る
べ
き

故
郷
の
歴
史
の
再
認
識
に
努
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
石
谷
家
は
美
濃
土
岐
氏
の
出

身
で
室
町
将
軍
の
側
近
の
奉
公

衆
で
、
奉
公
衆
と
は
御
家
人
の

う
ち
お
目
見
以
上
の
直
勤
御
家

人
と
さ
れ
る
の
で
、
当
時
の
石

谷
光
政(

生
没
年
不
詳)

頼
辰

(

？
～
五
八
六)

の
父
子
が
足

利
義
輝
・
義
栄
・
義
昭
の
三
代

の
奉
公
衆
と
し
て
、
三
好
長
慶
・

織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
の
三
氏

の
時
代
の｢

戦
国
乱
世｣

を
見
て
、

そ
の
中
で
生
活
し
て
い
た
。
そ

の
当
時
の
人
間
関
係
・
情
報
交

換
を
如
実
に
証
明
す
る
一
次
史

料
の
発
見
・
公
開
と
い
う
事
で
、

び
っ
く
り
な
の
で
あ
る
。

　
三
好
長
慶
書
状
を
写
真
・
活

字
で
一
次
史
料
と
し
て
目
に
出

来
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
、

び
っ
く
り
し
た
い
た
ら
、
さ
ら

に
ま
た
三
好
長
慶
書
状
の
〝
現

物
〟
を
手
に
す
る
こ
と
に
な
っ

て
、
び
っ
く
り
ぎ
ょ
う
て
ん
。

正
真
正
銘
に
東
條
英
機
の
名
を

昭
和
十
八
年
に
時
の
総
理
大
臣

の
名
か
ら
東
條
姓
に
命
名
さ
れ

た
東
條
英
機
さ
ん
と
の
出
会
い

か
ら
再
々
に
び
っ
く
り
す
る
快

挙
が
実
現
し
て
来
た
。
今
度
も

前
述
の
よ
う
な
戦
国
三
好
一
族
・

三
好
長
慶
の
学
術
的
な
大
展
開

の
動
向
に
乗
る
よ
う
に
、
得
意

の
Ｉ
Ｔ
に
よ
る｢

ヤ
フ
ー
オ
ー

ク
シ
ョ
ン｣

に
出
品
さ
れ
た
、

三
好
長
慶
か
ら
妹
婿
で
あ
る
芥

川
孫
十
郎
宛
の
書
状
を
そ
の
名

の
持
つ
豪
快
さ
・
一
徹
さ
・
決

断
力
に
よ
っ
て
競
り
落
と
し
て

「
現
物｣

を
目
に
し
手
に
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
写
真

で
あ
り
、
そ
の
真
贋
・
解
読
、

そ
の
由
来
に
知
恵
を
絞
る
。
わ

が
古
文
書
解
読
力
で
六
割
方
は

文
字
化
で
き
て
も
合
格
点
に
達

せ
ず
意
味
不
詳
と
し
て
探
求
。

東
條
さ
ん
は
Ｉ
Ｔ
で
検
索
し
て

加
賀
藩
前
田
家
の
五
代
松
雲
公

綱
紀(

一
六
四
三
～
一
七
二
四)

が
収
集
し
た
平
忠
盛
・
清
盛
書

状
か
ら
前
田
利
常
書
状
ま
で
の

有
名
人
書
状
一
五
〇
通
を
尊
経

閣
文
庫
に
所
蔵
し
、
そ
れ
を
上

中
下
各
五
〇
通
に
分
類
し
て
前

田
育
徳
会
・
尊
経
閣
文
庫
の
編

刊
で
発
刊
さ
れ
た
も
の
の
復
刻

が
臨
川
書
店
か
ら
昭
和
五
三
年

に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
突
き
と

め
、
復
刻
と
言
え
ど
も
豪
華
・

高
額
・
大
部
の
『
武
家
手
鑑
』

を
購
入
さ
れ
、
そ
の｢

中
ノ
四

八｣

に
収
録
さ
れ
、
別
本
の
『
尊

経
閤
文
庫
蔵
武
家
手
鑑
・
解
題
・

釋
文
』
で
解
読
さ
れ
て
い
る
。

小
生
も
『
戦
国
遺
文
・
三
好
氏

編
』
を
操
り
、
そ
の
第
一
巻
一

三
四
頁
の｢

三
六
七
号
三
好
長

慶
書
状(

切
紙)

、
尊
経
閣
文

庫
所
蔵
武
家
手
鑑｣

と
し
て
収

録
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
、
さ

す
が
に
、
と
し
な
が
ら
、
発
見

前
に
天
野
忠
幸
さ
ん
に
写
真
を

送
っ
て
返
事
を
求
め
た
返
事
に

「
尊
経
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
は
ず
な
の
で
…｣

と
さ
れ

た
。
は
て
さ
て
？
？
と
し
な
が

ら
高
槻
の
芥
川
山
城
に
妹
婿
の

三
好
一
族
と
し
て
城
主
で
あ
り
、

長
慶
の
天
下
取
り
に
協
力
し
な

が
ら
最
後
に
は
長
慶
に
謀
き
、

阿
波
に
三
好
実
休
を
頼
っ
て
逃

れ
て
消
息
を
絶
つ
芥
川
孫
十
郎

の
跡
を
追
う
。
福
井
壘(

阿
南

市
福
井
町)

に｢

シ
ダ
の
丸｣

の
紋
所
の
芥
川
殿
・
芥
川
兵
庫

宗
員
の
存
在
が
知
ら
れ
、
さ
ら

に
は
以
前
に
野
田
靖
之
さ
ん
と

共
に
調
査
し
た
石
井
町
の
芥
川

典
史
さ
ん
も
紋
を
同
じ
く
さ
れ

る
。
こ
れ
は
面
白
い
こ
と
に
な

る
ぞ
、
と
東
條
英
機
さ
ん
と
共

に
に
や
に
や
と
す
る
。

　
三
好
長
慶
の
芥
川
孫
十
郎
宛

の
書
状
の
解
読
は
次
の
通
り
で

あ
る
。｢

御
礼
は
い
け
ん
申
候
、

そ
の
方
之
御
き
、
い
よ
い
よ
御

へ
ち
き
な
き
よ
し
、
ほ
ん
も
う

に
存
候
、
仍
お
ほ
せ
ら
る
る
事
、

な
お
な
お
申
入
候
へ
く
候
、
い

さ
さ
か
ゆ
た
ん
を
そ
ん
せ
す
候
、

御
心
や
す
か
る
へ
く
候
、
そ
の

方
之
事
、
御
ゆ
た
ん
候
ま
し
く

候
、
か
た
か
た
か
さ
ね
て
可
申

入
候
、
恐
々
謹
言
、(

年
未
詳)

正
月
二
十
二
日
、
芥
孫
　
長
慶

(

花
押)

御
返
報｣ た

ば

岡
山
城
築
城
の
こ
と

今
に
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
を
認
識

・
・

・

河岸段丘の城地から岩倉城本丸跡

岩倉城本丸跡から上桜城方面を眺む

長宗我部勢と三好勢との間で謀略、
争奪戦が展開された重清城跡

い
く
さ

く
み

か
り

む
し
あ
け 

せ  

と 勝
瑞
か
ら
徳
島
へ

有田川町の山上から河内・和泉の間の山脈を眺む

貝
塚
御
坊
と
中
村
一
氏

野田･福島の合戦の時に三好康長ら一族が

野田藤歌を詠んだ野田藤神社の現在

だ

し

竹
久
夢
二
の
生
家

｢地蔵尊縁起｣の石碑

新良田教室の閉校時に建てられた碑

希望の碑の裏面

日本一の地蔵堂

中
村
一
氏
、
近
江
水
口
へ

岸和田合戦を見た久米田寺多宝塔

久米田寺大師堂

岸和田合戦の由縁からの南海電鉄の蛸地蔵駅

中村一氏が近江水口の6万石に出世した
　　 岡山城を築城する岡山の画像

蛸地蔵駅を装飾する岸和田合戦の
　　 ステンドグラスの画像

『武家手鑑』『戦国遺文』に

収録された三好長慶書状

岡山城からの眺望

岡山城頂上の城跡

周山城と阿迦之宮の説明板


